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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する

＜患者様連絡事項＞

· 坂　貢様～口角炎見られ、アフタソロン臨時処方となっています。　

・藤井　崇史様～左手痛の訴え聞かれ、アスモロール100ｇ処方となっています

＜注目患者様ケース検討＞

· 寺沢　彩様～本日田名部Dr診察にて１月１７日（月）に退院と決まりました。当日は　　　　　　　　　　　　　問診終わってから退院となります。

· 菅井　浩子様～レストランへ移動し、食事摂取量も増え口数の多さ、活動量も増えてき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていますがまだ時々ふらつき見られていますので，階段の昇降等、歩行時の転倒に注意　　　　して行きましょう。

・佐々木　康子様～昨日の準夜帯～深夜帯に性的妄想発言聞かれておりスタッフ傾聴する事によって落ち着かれています。今後も不安解消の為にも訴え聞かれたら傾聴して行きましょう。

・上野　康弘　～以前は睡眠が不安定との事でしたが、西病棟に転棟してからはまとまった睡眠がとれています。

＜星NＳ勉強会＞

・救急カートの物品確認を勉強会で行っています。

＜心理から＞

【上野康弘様に関して】
東病棟で知能検査(WAIS-Ⅲ)実施し、言語性IQ96、動作性IQ75、全検査IQ86(平均の下

レベル)でした。

その場に求められていることを瞬時に察知し、最適な答えを導き出すことができるよ

うです。しかし、必ずしもそれを自分自身の『正解』とは認めておらず、プログラム

で模範解答を述べていたとしても、違和感がある場合は都度確認していく必要がある

と思われます。

しかし言葉で理解していても、行動が伴わないことも予想されるので、普段からSST

的な関わりを持つことや、長期間知識を保持しておくことが不得手であるようなので、

定期的にプログラム内容の振り返りを行うなど、工夫が必要かと思われます。

また、東病棟在棟時もそうでしたが、スタッフの様子を非常によく観察し親しくなる

と過度に干渉してくるので、「なぜそれを知りたがるのか？」など、他者ではなく自

分自身の感覚や思考に目を向けるよう促してください。

＊アルプロについたスタッフの方にお願い＊

提出のレポートに、タイトルと日付の記入をお願いいたします（抜けなど、確認しや

すくするため）。

【巴勇樹様に関して】

明日12日午後、作業を途中退席していただき(どうしてもこちらの都合がつかないた

め)、心理検査(WAIS-Ⅲ)を施行したいと考えています。担当OTには連絡済です。本日

病棟へ伺い、本人に伝える予定です。実施の際は、西A診察室をお借りしたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

